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素足で' 愛の波に乗る。

アダムとイブの禁断の実はアップル
だったけど、紅色のベルトとブーケ
のペア、ボタンとイヤリング、指輪
のペア、何だってペアなら歓迎です
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| 三和銀行

★さわやかな初秋の凪が奥の魁さで疲れきった神戸の町に息吹きを与
え、活気を取りもどす。

湘瓜の近い" フック東店" は、神戸らしい、食べる人の身になったイン
テリアとサービスで神戸ステーキが味わえると定評のあるレストラン。
オフィス街や港に近いせいもあって、食班時にはサラリーマンや外人客
で眼わいを増す。ステーキの他にスイスのフォンデュ鍋もあり落蒜いた
ムードの中でマンズワインのグラスを傾けながら食べる料理の味はここ
ならではのもの。お友達と、あるいはご家族連れで、お気極にフックの
味党をお楽しみ下さい。
営業時間Ａ,Ｍ・１０：００から２４３００寵で。

ＫＯＢＥ

ＧＵＩＤＥ

☆元町三丁目の角、ポートタワーの見える道を山側に上り、股初の道を
右に入ってすぐの所に目につくのがおなじみのレストラン・スナック
"A-0nB"だ｡長い間､神戸の素適なレストランの1つとして人気があるが、
昨年暮店内をレストラン･スナックとして改装し、ＡＭ､１１：００～P .Ｍ､３
：00まではレストランとして輪Ｐ.Ｍ､５：３０～ＡＭ,１：００の間はスナック
として開いている。店内はレンガのアーチとい湯いるなランプで趣向を
こらし､ ロマンチックな雰囲気にあふれている｡ 若い人からお年寄りまで
ごひいきのお客様も多く、東京から足を迎んでこられるファンもある。
予約のできる小部屋もあるのでグループでも気楽に食事を楽し過る。
レストランＡ・M11：００～Ｐ.Ｍ､３：００Ａランチ400円､Ｂランチ300円、
スナックタイムＰ.Ｍ､５：３０～Ａ､Ｍ１：００ビール20 0円フィズ各種30 0円
第１、第３日咽日･ 休み

元日T 盃隅肋三丁目

★九月の残照が強い力で神戸の街に照りつける。生田新通、相互タクシ
ー向いの" スネカジリツ子，, には真黒に日焼けした神戸っ子たちが夏の想
い出をひめて染ってくる。ここで交される会話が飲む人の心を結び共通
の想い出を形づくる。井上則吉君をはＵ必、若くてダンディなバーテン
さん達は昼間は学校に通い夜はここで側くがんばり者。カウンターの他
にこじんまりとしたボックス席もあるのでグループでも気桂におしゃべ
りを楽しめる。一鹿足を}まこ藤とすっかり魅了されてしまう素適な店、
と若い人からご年配の方までフアンも多い。
水割Ｇ＆Ｇ雷3 0 0 、ビール（小）密2 0 0 、おつまみ狸００
ピッツア薯3 5 0 、ミニチユアピン（Ｗ）密5 0 0

零日: 9 : Ｈ－←衿ﾄ 催卜栄町剣÷緯Ｐ

★魁い叉が過ぎ、さわやかな初秋の訪れとともに日本料理が恋しくな葛
のは、愈欲の秋、のせいだろうか。
生田神社西側、伊藤ピル地階の和風スナック‘‘七福↑'はお客の好みに応
じた日本料理を何でもとりそろえ、新鮮な味覚を満喫させてくれる。日
本情緒豊かな店内には涼しそうな生費も遇かれ、着物姿の美しい女性の
き込細やかなサービスも嬉しい。季節によって味党の異なるバラエティ
に過んだ日本料理は七福ならではのものだが、暑い時には特に鯛や海老
の活造りが醤ばれている。前もってお座倣の予約もできるので小グルー
プでも楽し必ます。
P .Ｍ’５：0 0～Ａ･Ｍ１；００年中無休。
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ＭＡＫＥＵＰすばらしいあなたに…
ＷＩＴＨＲＯＹＡＬ

' 7 1 から' ７２へかけてのサングラス品揃へ
国産も舶来も絶対豊富に………………

めがねの御用命はお気軽に神戸眼娩院で御相映ください
★自動車にてご来店のお方様は駐車券進呈／
元町店＝神戸市立花隈駐車甥

さんちか店＝神戸市京＝宮註平場

⑨矛申戸眼鏡院
元町店・元町３丁目雪3 2 1 - 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン衝3 9 1 - 1 8 7 4 ～５

『 可

漫詐蜂唾写

北 欧の銘菓
ユーノＬイム･ コンフェグト
、本社・工喝神戸市蚕合区熊内町１（市立美術館東隣）T E L 2 2 1 - 1 1 5 4
団三宮センター店神戸三宮センター衝く洋菓子･喫茶"レストラン)・TEL3 3 I - 2 4 2 1

、P…か薦神戸三…iｽｲｰﾂﾀｳ ﾝγEL3，ﾆッ
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飛田昌久
■出席者
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●対談１００年を迎

元 町Ｚ

☆
神
戸
港
開
港
に
生
ま
れ
た

中
国
人
街
か
ら
の
発
展

神
戸
港
が
開
港
し
た
の
が
、
今
か
ら
百
三

年
前
、
慶
応
三
年
十
二
月
七
日
、
西
暦
一
八

六
八
年
の
正
月
元
旦
。
明
治
元
年
当
時
の
人

口
は
や
元
町
通
り
、
西
国
街
道
の
周
辺
に
三

千
七
百
人
、
戸
数
に
し
て
九
百
戸
。
兵
脈
の

街
に
は
二
万
人
、
戸
数
に
し
て
五
千
戸
だ
っ

た
。
住
人
は
船
大
工
、
半
農
半
漁
家
、
造
り

酒
屋
な
ど
が
多
か
っ
た
。
慶
応
四
年
に
出
た

開
港
絵
図
に
よ
る
と
、
西
国
街
道
、
元
町
で

は
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
ま
で
十
の
町
名
が
記

さ
れ
、
束
に
は
東
町
、
市
場
町
、
城
下
町
、

西
に
は
西
町
な
ど
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ

の
東
の
ソ
デ
に
外
人
居
留
地
が
慨
か
れ
、
菰

易
も
嘘
ん
に
な
り
、
ゲ
ン
の
い
い
名
前
と
い

う
こ
と
と
元
の
町
を
残
そ
う
と
い
う
の
で
元

町
と
い
う
通
り
と
、
南
の
方
に
も
っ
と
大
き

な
通
り
と
し
て
栄
え
る
意
味
も
汲
ん
で
、
栄

町
と
名
付
け
た
。

荒
尾
明
治
元
年
、
神
一
戸
港
の
東
の
袖

に
外
人
居
留
地
が
で
き
ま
し
た
。
鯉
川

が
西
の
境
、
生
田
川
が
東
の
境
で
、
「
居

留
地
八
万
坪
」
と
い
い
ま
す
が
、
入
っ

た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ば
か
り
、
中
国

人
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

伊
藤
博
文
に
頼
ん
で
、
居
留
地
を
宇
治

川
ま
で
拡
げ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
待

っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、
華
僑
が
ず

１
つ
と
入
居
し
ま
し
た
。
作
家
の
陳
舜

臣
の
お
じ
い
さ
ん
も
海
産
物
問
屋
と
し

３
１
０
１

罰
集
部
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ウ
ベ

の
発
祥
の
ス
ト
リ
ー
ト
、
元
町
が
、
百

年
を
迎
え
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
神
戸
を
生

ん
だ
店
々
、
元
町
に
生
き
た
人
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
元
町
の
生
き
た
歴
史

を
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
思
い
ま
す
。

< 啓明女学院々長＞

尾親成荒
< 元南蛮美術負官毎長＞

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



漁

蕊§F 増苓詞函中①吟心

て
入
り
ま
し
た
ね
。
華
怖
は
商
充
上
手

だ
か
ら
、
貿
易
も
盛
ん
に
な
り
蝶
推
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
風
習
で

女
性
を
連
れ
て
来
る
こ
と
を
許
さ
な
か

っ
た
の
で
す
。
長
崎
も
そ
う
で
し
た
が

ね
。
従
っ
て
、
独
身
で
来
た
中
刷
人
に

金
が
で
き
た
ら
、
日
本
の
花
柳
界
の
女

性
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
二
号

に
し
て
住
ま
わ
し
て
お
く
場
所
を
花
隈

に
し
ま
し
た
。
そ
の
時
分
は
菜
種
畑
で

し
た
け
れ
ど
、
街
に
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
南
京
街
を

作
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
中
国
人
の
元
町
、
二
号

さ
ん
の
花
隈
、
東
の
袖
に
は
外
人
届
留

地
、
南
に
は
南
京
街
、
加
え
て
神
戸
駅

に
今
の
元
町
駅
（
当
時
の
三
宮
駅
）
と

交
通
機
関
を
押
さ
え
て
発
峻
し
た
の
で

す
。
戦
後
に
な
る
と
、
セ
ン
タ
ー
街
が

阪
神
と
阪
急
を
足
に
押
さ
え
て
い
ま

す
。
街
の
発
展
は
交
通
機
関
と
密
接
な

関
係
に
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
と
に
元
町

三
ｒ
Ⅱ
に
は
中
桟
橋
が
あ
り
、
内
海
航

路
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
か
ら
ね
。

編
集
部
中
桟
橋
と
い
う
の
は
、
今
の

中
突
堤
の
こ
と
で
す
か
。

荒
尾
明
治
初
年
に
開
港
し
た
時
、
一

希
の
本
拠
が
今
の
税
関
と
宇
治
川
尻
で

そ
の
真
中
に
で
き
た
の
で
、
中
桟
橋
と

い
っ
た
の
で
す
。
後
で
突
堤
に
な
っ
て

か
ら
巾
突
堤
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

神
戸
は
五
港
の
一
に
し
て

集
ま
る
船
の
数
多
く

瀬
戸
内
帰
り
も
混
り
た
り

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
し
た
が
、
瀬
戸
内

海
発
着
船
の
専
用
が
中
桟
橋
に
あ
っ
た

の
で
す
。
こ
の
付
近
は
有
名
表
当
時
の

旅
館
に
畠
中
旅
館
、
西
村
旅
館
、
後
藤

旅
館
な
ど
も
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
元
町
は
元
町
だ
け
で
で
き
て
い

議
し定

蔀.~

る
の
で
は
な
く
、
発
展
さ
せ
る
要
素
を

東
西
南
北
に
控
え
さ
せ
て
い
た
と
い
え

ま
す
ね
。

編
集
部
南
京
街
が
で
き
た
の
は
い
つ

頃
で
す
か
。

荒
尾
割
方
早
く
、
花
隈
よ
り
先
で
し

た
。
今
と
は
全
然
違
い
、
ま
る
で
支
那

へ
行
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
か
ら

ね
。
そ
の
時
分
は
男
は
ぺ
ん
髪
、
女
は

細
足
。
明
治
四
十
一
年
に
孫
文
が
ぺ
ん

髪
、
棚
足
を
禁
止
し
た
が
、
大
正
十
年

位
ま
で
こ
の
因
習
は
続
い
て
ま
し
た

ね
。
大
概
の
家
に
ぺ
ん
髪
し
た
少
年
が

い
て
「
反
物
い
ら
ん
か
」
と
い
っ
て
売

り
歩
い
て
い
ま
し
た
ね
。

飛
田
孫
文
が
人
力
車
に
乗
っ
て
、
京

町
を
通
り
ま
し
た
ね
。

荒
尾
孫
文
は
大
正
十
三
年
十
一
月

に
、
県
立
第
一
高
女
で
誰
演
会
を
し
ま

し
た
ね
。
私
、
行
き
ま
し
た
。

飛
田
中
国
と
の
貿
易
が
磯
ん
だ
っ
た

の
で
す
よ
。

１
０４
１

飛田昌久氏

編
集
部
当
時
の
街
で
印
象
に
残
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

飛
田
元
町
の
入
口
か
ら
三
越
ま
で
元

町
で
、
今
の
よ
う
な
元
町
は
昔
の
良
さ

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
組
立
の
家
の

よ
う
な
味
気
な
い
も
の
で
す
ね
。

荒
尾
昔
は
、
漆
喰
格
子
の
本
建
築
の

家
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

飛
田
ほ
と
ん
ど
戦
災
で
焼
け
ま
し
た

☆
中
尾
ヤ
タ
が
ヤ
タ
ナ
カ
オ
に
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が
、
安
田
銀
行
が
残
っ
て
い
ま
し
た
ね

荒
尾
頭
に
残
る
立
派
左
店
を
東
の
端

か
ら
い
っ
て
い
き
ま
す
と
、
元
町
入
川

の
北
側
に
、
田
中
儀
一
商
店
、
元
町
の
ネ

ル
屋
実
業
銀
行
、
肉
屋
、
川
瀬
日
進
堂
、

明
治
屋
、
牧
田
毛
皮
屋
、
井
上
足
袋
屋
、

市
田
写
真
館
、
美
田
時
計
店
、
高
砂

屋
、
高
橋
の
鞄
屋
、
林
小
竹
堂
、
播
新

骨
董
、
栄
屋
、
備
前
岡
山
藩
の
菩
提
寺

善
照
寺
、
カ
イ
ト
糸
屋
、
風
月
堂
、
放

香
堂
茶
屋
、
柴
田
音
吉
商
店
、
四
丁
目

に
交
番
、
木
下
勢
三
の
ガ
ス
器
具
店
屋
。

セ
ィ
モ
ン
払
い
で
年
の
瀬
に
は
そ
こ
で

ガ
ス
焼
を
し
た
。
赤
壁
と
安
井
カ
メ

ラ
、
五
丁
目
に
入
っ
て
宝
文
館
、
ヤ
タ

ナ
ヵ
オ
、
大
和
屋
の
シ
ャ
ツ
、
江
戸
時

代
か
ら
の
タ
ン
パ
洋
品
店
、
地
井
堂
、

三
星
堂
、
玩
具
屋
の
清
島
、
と
い
う
と

こ
ろ
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
周
辺
で
古
い
所
と
い
い
ま
す

と
？
、

荒
尾
占
く
は
光
村
、
岩
佐
竹
之
助
商

店
、
鈴
木
商
店
、
朝
日
新
聞
、
神
戸
新

聞
、
時
事
新
羅
、
読
売
新
聞
が
三
越
の

一
角
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
今
の

三
炎
銀
行
西
町
支
店
の
建
物
は
古
く
、

明
治
三
十
年
頃
の
も
の
で
、
当
時
、
か

な
り
立
派
ま
も
の
で
し
た
。
そ
の
隣
に

自
由
亭
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
後
に
鈴
木
商

店
に
買
わ
れ
て
焼
打
ち
に
会
い
ま
し
た

が
ね
。

飛
田
当
時
の
三
宮
駅
は
、
坪
内
駒
平

理
髪
店
を
上
っ
た
土
堤
の
上
に
あ
っ

て
、
み
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

荒
尾
明
治
調
の
駅
で
、
高
台
に
あ
る

た
め
金
の
手
摺
が
つ
い
た
階
段
を
上
る

の
で
す
。
そ
の
南
側
に
名
物
の
店
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
古
本
屋
が
五
粁
位
あ
り

山
重
茄
鉾
屋
が
あ
っ
て
、
浦
島
太
郎
が

茄
鉾
に
さ
れ
て
屯
に
乗
っ
て
い
る
看
板荒尾親成氏

が
上
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
小
西

ゼ
リ
ー
ポ
ン
ポ
ン
、
清
水
の
医
者
が
印

象
に
あ
り
ま
す
。

飛
田
お
医
者
さ
ん
で
は
藤
井
歯
科
毒

磯
田
耳
鼻
科
で
す
か
。

荒
尾
元
町
通
り
に
澄
川
歯
科
が
あ
っ

て
、
男
前
の
先
生
や
か
ら
爵
い
つ
も
待

合
室
は
花
隈
の
芸
者
で
い
っ
ぱ
い
。
金

歯
を
入
れ
る
の
が
上
手
で
し
た
よ
。

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
売
れ
る
の

か
売
れ
ん
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
明
治

時
代
の
古
め
か
し
い
カ
ン
カ
ン
が
置
い

て
あ
る
だ
け
の
今
井
善
兵
術
度
量
衡
店

が
あ
っ
て
「
あ
れ
で
よ
う
立
っ
て
い
く

な
」
と
い
う
よ
う
な
店
で
し
た
。

飛
田
中
尾
ヤ
タ
と
い
う
名
前
の
人
が

い
て
、
外
国
読
み
に
「
ヤ
タ
ナ
カ
オ
」

と
し
て
、
店
名
に
し
ま
し
た
ね
。
舶
来

品
を
置
い
た
有
名
な
店
で
す
。

荒
尾
そ
の
隣
に
、
キ
リ
ン
屋
と
い
う

ネ
ク
タ
イ
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二

年
頃
、
ラ
ジ
オ
が
流
行
っ
た
頃
、
三
笠

ラ
ジ
オ
店
が
よ
く
繁
盛
し
ま
し
た
。

飛
田
多
間
通
り
に
シ
バ
一
一
商
店
が
あ

り
ま
し
た
。

荒
尾
主
人
は
今
、
会
下
山
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
。

飛
田
石
け
ん
が
ど
こ
よ
り
も
安
い
、

よ
く
売
れ
て
後
に
デ
パ
ー
ト
に
し
ま
し

た
。荒

尾
石
け
ん
の
シ
バ
ニ
、
ラ
ジ
オ
の

三
笠
、
ネ
ク
タ
イ
の
キ
リ
ン
屋
、
シ
ャ

ツ
の
大
和
屋
と
決
ま
っ
て
い
た
も
の
で

す
。

１
０５

１
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飛
田
大
丸
デ
パ
ー
ト
も
昔
は
元
町
三

丁
側
に
あ
り
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト
は
三

越
の
方
が
草
分
け
、
三
越
は
損
を
し
て

い
ま
す
。
商
法
が
下
手
な
の
か
な
。

荒
尾
三
越
の
近
く
に
、
明
治
初
年
に

は
月
下
亭
と
い
う
牛
肉
の
ス
キ
ヤ
キ
屋

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
に
建
っ
た
の
が

大
井
肉
店
で
す
。

飛
田
烏
音
が
相
生
柵
に
あ
り
ま
し
た

荒
尾
元
町
五
丁
目
南
に
、
二
階
姓
日

本
家
屋
で
猪
を
食
べ
さ
せ
る
店
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
八
百
重
」
で
河

豚
を
食
べ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
元
町
二

丁
Ⅱ
南
の
、
乃
出
食
堂
は
学
生
の
間
で

人
気
が
あ
り
ま
し
た

伊
藤
博
文
の
御
落
胤
と
い
わ
れ
た
大
人

し
い
人
で
し
た
が
、
市
会
議
員
か
ら
鹿

島
房
次
郎
市
長
の
折
り
の
助
役
に
た
り

ま
し
た
。

明
治
十
年
に
西
南
戦
争
が
起
こ
り
ま

し
た
が
、
官
軍
の
輸
送
基
地
が
神
戸
で

し
た
。
三
越
の
南
が
兵
好
基
地
だ
っ
た

こ
こ
で
も
う
け
た
の
が
、
三
菱
に
な
っ

た
岩
崎
弥
太
郎
と
光
村
弥
兵
術
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
大
正
七
年
八
月
、
米
騒

動
の
時
、
鈴
木
商
店
と
共
に
焼
打
ち
に

あ
っ
た
岩
佐
竹
之
助
の
店
は
元
町
三
丁

目
、
今
の
馬
券
売
場
の
南
側
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
人
は
諏
訪
山
の
下
に
岩
佐

御
殿
を
作
っ
て
、
英
国
の
プ
リ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ウ
エ
ル
ズ
が
大
正
十
年
に
来
日

し
た
時
、
岩
佐
御
殿
に
泊
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
実
業
で
名
を
成
し
た

人
が
、
元
町
通
り
南
、
栄
町
側
に
軒
を

並
べ
て
い
ま
し
た
。

編
集
部
文
化
系
の
人
物
で
は
ど
ん
な

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
か
。

荒
尾
菊
田
一
夫
が
元
町
五
丁
目
の
珍

物
屋
に
い
ま
し
た
。
加
美
の
素
の
山
敷

さ
ん
は
五
丁
目
に
あ
っ
た
薬
屋
に
奉
公

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
琵
琶
湖

の
ほ
と
り
か
ら
出
て
き
て
元
町
を
通
っ

て
い
た
ら
「
ボ
ン
さ
ん
い
り
ま
す
」
と

書
い
て
あ
る
店
に
入
っ
た
の
が
薬
屋
で

し
た
。
商
売
上
手
な
男
だ
か
ら
、
外
国

か
ら
入
っ
て
き
た
紙
白
粉
に
目
を
つ
け

て
商
売
を
や
り
出
し
ま
し
た
。
山
敷
神

港
堂
と
し
て
一
本
立
ち
し
て
カ
ミ
ッ
ク

ス
と
い
う
水
虫
の
薬
を
売
り
出
し
た
り

明治1 0年頃の湊川神社（明治５年鯉述）元町通りは楠公さん明治４．５年頃の元町通り
へ参為道が発展したものらしい。

明治1 5 年頃、吉川市助商店（今の風月堂）

編
集
部
元
町
の
人
物
史
を
語
っ
て
下

さ
い
。

荒
尾
元
町
四
丁
、
に
江
戸
時
代
か
ら

続
い
た
宿
屋
「
鉄
屋
」
に
専
崎
弥
五
平

と
い
う
人
が
い
て
、
市
会
議
員
か
ら
助

役
に
な
っ
た
が
、
な
か
な
か
の
人
物
で

し
た
。
長
州
藩
士
の
伊
藤
博
文
、
高
杉

晋
作
、
久
収
玄
瑞
が
逃
げ
て
来
た
の
を

「
鉄
屋
」
に
隠
ま
っ
た
。
そ
の
恩
を
忘

れ
ず
に
博
文
は
何
か
と
面
倒
を
見
た
た

め
に
「
鉄
屋
」
は
大
も
う
け
し
て
、
今

の
三
越
の
下
に
大
き
な
屋
敷
を
術
え
、

そ
こ
へ
明
治
天
皇
を
お
泊
め
し
た
。
そ

れ
が
未
だ
に
残
る
「
明
治
天
皇
御
駐
葦

の
跡
」
で
す
。
そ
の
二
代
Ⅱ
弥
五
平
は

☆
長
川
藩
士
を
隠
ま
っ
て

繁
盛
し
た
宿
屋

’
0６
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ヤ
ォ
ジ
ュ
ゥ
と
い
う
料
理
屋
が
あ
っ

た
跡
に
「
ビ
ー
ハ
イ
プ
」
が
で
き
た

が
、
「
ピ
ー
ハ
イ
プ
」
は
三
越
の
受
け
渡

し
係
長
を
し
て
い
た
商
山
一
良
が
津
島

の
士
族
の
眼
で
あ
っ
た
奥
さ
ん
と
一
緒

に
や
り
始
め
た
も
の
で
す
。
洋
食
屋
左

の
で
す
が
元
町
の
、
抜
き
通
り
で
、
方

々
か
ら
迫
蒋
さ
れ
て
、
何
の
理
由
も
な

く
警
察
へ
引
っ
ぱ
ら
れ
る
な
ど
、
商
売

が
や
れ
な
く
な
る
ま
で
迫
害
さ
れ
た
け

れ
ど
滝
頑
張
っ
て
「
ピ
ー
ハ
イ
ブ
」
を

膿
ん
に
し
ま
し
た
ね
。
思
い
き
り
仕
事

を
し
た
人
で
す

名
物
店
と
し
て
は
、
果
物
屋
で
オ
ム

レ
ツ
を
食
べ
さ
せ
る
「
今
尾
」
と
い
う

店
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
十
年
頃
だ
っ

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
加
美
の
素
に
発
峻

し
た
の
で
す
。
元
町
か
ら
出
た
出
世
頭

は
こ
り
・
人
で
し
ょ
う
。

飛
田
私
の
元
町
と
の
つ
き
あ
い
は
、

明
治
四
十
年
頃
か
ら
で
す
か
な
。
淵
時

は
ヤ
タ
ナ
カ
オ
、
明
治
臆
、
お
座
倣
料

理
の
三
輪
、
今
の
じ
ゃ
な
い
汁
の
ね
。

そ
れ
か
ら
安
川
銀
行
、
そ
の
横
に
狭
い

理
髪
店
が
あ
っ
て
、
坪
内
駒
平
が
い
た

。
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
辺
り
か
ら
市
会

議
員
が
沢
山
出
ま
し
た
。
近
藤
遮
一
、

木
下
勢
造
、
浦
烏
甚
占
、
西
木
茂
吉
、

そ
れ
に
有
吉
忠
一
知
噸
が
諜
生
の
頃
に

い
た
か
な
。

明治1 5 年頃のi W k 扉_ さん

１
１０７
１

☆
野
球
の
選
手
な
ら

た
だ
で
食
べ
さ
せ
る
オ
ム
レ
ツ
屋

た
か
た
、
お
親
父
さ
ん
が
ま
た
名
物
男

で
、
野
球
が
好
き
な
た
め
、
野
球
の
選

手
な
ら
た
だ
で
食
べ
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
二
出
川
選
手
も
よ
く
来
て
い
ま
し

た
。
店
の
入
口
に
メ
モ
が
お
い
て
あ
っ

て
、
い
ち
げ
ん
の
客
で
も
そ
れ
に
住
所

氏
名
を
サ
イ
ン
す
れ
ば
、
つ
け
で
食
べ

さ
せ
る
。
衝
し
倒
れ
も
あ
っ
た
け
ど
、
も

の
す
ご
く
良
く
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ム
レ
ツ
も
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
で
て
き
た
の
が
、
こ

の
北
側
に
、
川
瀬
Ｈ
進
堂
、
そ
の
北
を

入
っ
た
と
こ
ろ
に
伊
藤
グ
リ
ル
。

編
集
部
伊
藤
グ
リ
ル
は
昔
か
ら
あ
っ

た
の
で
す
ね
。

飛
田
背
の
元
町
の
方
が
神
戸
の
味
が

あ
り
ま
し
た
。
今
の
味
は
文
化
住
宅
と

同
じ
で
す
。

荒
尾
東
京
の
銀
座
、
大
阪
の
道
頓
恥

神
戸
の
元
町
と
い
え
ば
、
品
の
良
い
街

で
し
た
。
そ
の
中
で
も
元
町
は
文
明
開

化
の
玄
関
口
、
非
常
に
モ
ダ
ン
左
街
と

し
て
、
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
薬
屋
で

も
元
町
に
早
く
出
来
た
西
村
蘭
更
堆
、

三
星
堂
が
で
き
た
の
は
明
治
三
十
一
年

蘭
更
堂
の
お
孫
さ
ん
が
両
家
の
西
村
元

三
郎
さ
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
江
戸
時
代
か
ら
の
有
名
な

実
業
家
で
、
今
井
善
兵
術
と
い
う
度
量

衡
屋
が
あ
っ
た
。
そ
の
息
子
で
、
四
十

歳
に
な
っ
て
も
独
身
の
名
物
男
が
い
た

飛
田
先
生
が
神
戸
市
連
合
青
年
団
の
理

事
を
し
て
お
ら
れ
る
時
、
今
井
善
兵
術

も
理
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
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鍵蕊
鴻治1 5 年頃元町５丁目、西洋小物のタンパ寵店

編
集
部
元
町
の
美
女
は
如
何
で
す
か

荒
尾
元
町
小
町
は
い
ま
せ
ん
ね
。
し

か
し
魚
庄
、
今
の
協
和
ビ
ル
の
上
田
進

三
郎
の
お
母
さ
ん
が
き
れ
い
で
し
た
。

今
年
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
若

い
時
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、

ほ
ん
と
う
に
き
れ
い
、
あ
そ
こ
は
皆
美

人
党
で
す
わ
。

飛
田
宝
塚
歌
劇
の
女
の
子
が
よ
く
元

町
へ
来
て
ま
し
た
ね
。

荒
尾
若
き
日
の
初
音
礼
子
が
よ
』
っ
歩

い
て
い
ま
し
た
。
坂
の
あ
る
街
の
商
店

街
は
坂
の
上
の
方
へ
作
っ
て
は
駄
Ⅱ
で

す
ね
。
や
は
り
下
っ
て
買
物
に
来
や
す

い
。
元
町
の
上
に
は
、
県
立
第
一
高

女
、
親
和
、
松
蔭
な
ど
が
あ
っ
て
、
女

学
生
が
買
物
に
来
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま

た
一
つ
の
景
物
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
・
三
年
頃
、
神
戸
新
聞
と
叉

新
日
報
が
対
抗
し
て
、
美
人
投
票
を
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
元
町
か
ら
出
た

の
が
、
「
ウ
ー
ロ
ン
」
と
い
う
喫
茶
店

の
飯
沼
ト
シ
子
と
い
う
美
人
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
市
会
議
員
の
西
川
プ
ロ
ペ
ラ

翁
の
娘
ｌ
プ
ロ
ペ
ラ
と
い
う
の
は
プ

知
事
を
推
選
し
て
ほ
し
い
と
湯
沢
さ
ん

に
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
金
井
さ
ん
を
推
選

し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
政
界
に
も
勢
力
が
あ
っ
た

一
面
、
花
柳
界
の
裏
話
に
も
通
じ
て
い

ま
し
た
ね
。
愉
快
な
人
で
し
た
。

そ
の
息
子
を
遊
廓
に
連
れ
て
い
っ
た
ら

ど
ん
な
顔
し
よ
る
か
み
て
や
ろ
う
と
、

お
も
し
ろ
半
分
に
福
原
へ
連
れ
て
い
っ

て
お
ま
け
に
仲
間
の
金
を
払
わ
せ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ゴ
ン
タ
や
っ

た
ね
。
（
笑
）

編
集
部
そ
の
ほ
か
人
間
的
な
事
件
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

荒
尾
四
代
、
市
長
の
鹿
島
房
次
郎
さ

ん
に
後
追
い
心
中
し
た
花
隈
の
歌
代

さ
ん
と
い
う
芸
者
が
い
ま
し
た
れ
。
鹿

島
さ
ん
の
二
号
で
し
た
が
、
大
工
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
、
鹿
島
さ
ん
が
親
代
り
に

な
っ
て
嫁
入
り
し
ま
し
た
。
二
年
程
し

て
、
姑
と
の
折
り
合
い
が
悪
く
て
帰
っ

て
来
て
、
元
ど
お
り
鹿
島
さ
ん
の
二
号

に
な
っ
た
人
で
す
。
旦
那
の
四
十
九
日

の
Ｈ
に
、
仏
壇
の
前
で
、
足
を
き
ち
ん

と
く
く
り
、
カ
ミ
ソ
リ
で
喉
を
切
っ
て

死
ん
だ
ら
し
い
。
花
隈
の
美
談
で
す
が

湯
沢
三
千
男
さ
ん
が
随
筆
の
中
で
書
い

て
い
ま
す
。

湯
沢
さ
ん
は
、
非
常
に
粋
な
お
も
し

ろ
い
人
で
し
た
ね
。
昭
和
十
年
頃
の
知

事
で
、
後
に
内
務
大
臣
を
し
た
人
で
す

が
、
元
県
知
事
の
金
井
元
彦
さ
ん
を
連

れ
て
き
た
の
も
こ
の
人
で
す
。
神
戸
新

聞
の
下
に
「
生
一
本
」
と
い
う
店
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
そ
こ
の
マ
マ
さ
ん
が
現

役
の
芸
者
だ
っ
た
頃
、
湯
沢
さ
ん
が
肩

入
れ
し
て
、
神
戸
新
聞
の
お
偉
方
や
名

士
連
に
株
を
持
た
せ
て
出
さ
せ
て
作
っ

た
店
で
す
ワ
。

そ
ん
な
折
り
、
阪
本
勝
元
知
亦
が
副

☆
昭
和
初
期
の
美
人
投
票
異
聞
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：
大正１４．１５年頃、すずらん灯のならぶ元町通り
（すずらん灯は1 3 年にできた〕

荒
尾
戦
後
は
物
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
漁
。
や
は
り
食
べ
物
に
と
び
つ

い
た
の
が
闇
市
で
す
。
次
に
衣
服
。
住

ま
い
と
生
活
が
良
く
な
る
に
従
っ
て
、

元
町
が
元
へ
戻
ら
な
い
か
ん
の
に
、
ど

さ
く
さ
に
で
き
た
、
元
町
と
中
道
通
り

の
渡
り
廊
下
だ
っ
た
セ
ン
タ
ー
街
が
繁

確
し
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
家
柄
を

誇
っ
て
き
た
元
町
は
、
急
に
何
ん
で
も

か
ん
で
も
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
飛
田
先
生
が
住
ん
で
お
ら
れ

る
熊
内
町
は
一
流
の
住
宅
街
で
し
た

が
、
今
は
人
が
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
に
住
ん
で
い
た
人
は
も
う
資
力
が
な

い
か
ら
よ
う
立
ち
上
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

と
同
じ
で
元
町
も
戻
っ
て
く
る
人
が
少

い
。
何
故
な
ら
悪
い
こ
と
を
よ
う
し
な

い
か
ら
で
す
。

け
れ
ど
も
戦
後
二
十
六
年
、
復
興
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

ま
で
は
や
や
復
興
し
た
と
思
い
ま
す
。

五
・
六
丁
目
が
立
ち
遅
れ
で
す
ね
。
交

通
機
関
の
関
係
で
し
ょ
う
。

飛
田
し
か
し
今
で
も
元
町
に
匹
敵
す

る
街
は
な
い
で
し
ょ
う
。
昔
は
流
行
る

だ
け
の
理
由
、
商
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
今
は
そ
れ
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
粒
よ
り
の
店
が

揃
う
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
か
ら
も
大
事

で
す
れ
。

八
お
可
川
に
て
文
責
／
編
集
部
Ｖ

カ
ッ
ト
／
丘
あ
っ
し

写
真
・
版
画
は
荒
尾
親
成
氏
提
供
に
よ
る
。
版
画
は

明
治
十
五
年
出
版
の
Ｐ
Ｒ
酷
、
兵
庫
神
戸
の
謹
商

「
港
の
魁
（
さ
き
が
け
ご
か
ら
。

☆
粒
よ
り
の
店
が
揃
う
元
町
を

大
切
に
し
た
い

ｊ
里
容
壷

園

ロ
ペ
ラ
の
よ
う
に
舌
が
よ
く
廻
っ
て
弁

が
立
つ
、
し
ゃ
べ
り
出
す
と
止
ま
ら

ん
、
何
処
へ
行
っ
て
も
三
一
．
肌
な
か
る
く

か
ら
ず
の
男
の
娘
で
、
西
川
さ
ん
張
子

が
美
人
投
票
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
市

会
議
員
が
下
町
の
中
へ
入
る
と
は
何
事

か
と
書
く
者
も
い
る
し
、
美
人
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
と
普
く
者
も
い
る
。
中
に

は
そ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
よ
そ
へ
売
ろ

う
と
し
て
い
る
不
良
少
女
の
一
味
や
と

書
い
た
者
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
父
親
が
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
て
、
名
誉

殴
損
で
告
訴
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
万

才
の
砂
川
捨
丸
の
相
手
方
、
春
代
も
立

候
補
し
て
ま
し
た
れ
。

｜
頭

大正１４．１５年頃、今も残る林小竹篭（美術品商）明織4 0 年頃の元町通り東側。三富神社と山に
伸びているのがトアロード。

編
集
部
で
は
元
町
の
流
行
っ
た
理
由

は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

飛
田
良
い
店
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
ね
。
由
緒
と
権
威
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
格
好

に
な
り
ま
し
て
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ

ん
ね
。

荒
尾
映
画
館
は
今
は
ど
こ
に
で
も
あ

り
ま
す
が
、
昔
は
映
而
は
新
開
地
、
買

物
は
元
町
、
そ
れ
も
高
級
品
で
す
ね
。

安
物
は
小
野
の
中
道
筋
と
か
場
末
に
あ

り
ま
し
た
が
、
元
町
は
そ
れ
ほ
ど
権
威

を
誇
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

飛
田
や
は
り
戦
災
が
大
打
撃
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
ね
。
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歩”
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
の
み
の
市
よ
り

も
〃
蚊
の
市
〃
と
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
案
が
で
て
い
る
が
さ
て
の
み
に
な
る

か
蚊
に
た
る
か
。

☆
心
理
的
に
見
た
児
童
画
展

子
供
た
ち
の
生
活
と
成
長
を
児
童
川

か
ら
心
理
学
的
に
見
て
み
よ
う
と
い
う

児
童
画
展
が
、
神
戸
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
ル
ー
ム
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
七
月
一

日
’
一
一
十
日
ま
で
、
傘
の
会
児
童
画
研

究
会
（
中
西
勝
、
田
中
一
朗
、
小
西
保

文
、
久
国
隆
久
、
樽
谷
慶
造
、
三
沢
冷

而
さ
ん
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

「
ミ
ス
・
シ
ョ
ウ
は
幼
児
の
絵
を
色
の

作
文
と
名
付
け
、
故
宮
武
辰
夫
氏
は
幼

児
の
絵
は
生
活
の
記
録
で
あ
る
と
呼

び
、
コ
ッ
ク
ル
は
絵
は
子
供
の
心
を
覗

く
眼
鏡
だ
と
名
句
を
残
す
な
ど
先
覚
者

た
ち
は
、
美
術
教
育
に
心
理
学
的
視
野

を
開
い
て
来
ま
し
た
。
特
に
ア
ル
シ
ゥ

ラ
ー
・
ハ
ト
ウ
イ
ッ
ク
の
「
絵
画
と
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
子

供
の
心
理
と
色
彩
と
の
関
係
に
貴
重
な

手
が
か
り
を
与
え
ま
し
た
が
、
色
や
形

や
ス
ト
ロ
ー
ク
の
因
果
関
係
が
十
分
解

明
さ
れ
ず
新
し
い
視
点
か
ら
の
追
求
が

待
た
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
の
先
べ
ん

を
つ
け
た
の
が
日
本
児
童
画
研
究
会
主

宰
の
浅
利
篤
氏
で
、
私
た
ち
も
そ
の
研

究
に
敬
意
を
は
ら
う
」
と
の
べ
て
、
児

童
画
の
発
表
展
を
行
っ
た
。

☆
阪
本
勝
・
中
西
勝
二
人
展

え
び
ら
会
館
で
九
月
上
旬
よ
り
書
画

展
が
開
か
れ
る
。

☆
神
戸
の
洋
画
家
の
歴
史
づ
く
り
を

中
西
勝
さ
ん
の
提
唱
に
よ
り
、
神
戸

の
洋
画
家
を
中
心
に
し
た
美
術
の
歴
史

を
明
確
に
し
よ
う
と
、
朝
倉
斯
道
さ
ん

別
車
博
資
さ
ん
、
江
田
誠
郎
さ
ん
な
ど

の
録
音
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
水
嶋
画
の
水
越
松
南
さ
ん

の
録
音
予
定
。

ま
た
、
映
画
は
、
小
磯
良
平
画
伯
の

回
顧
展
の
パ
ー
テ
ィ
で
の
サ
ッ
ェ
ィ
を

す
ま
せ
、
次
は
別
車
博
資
さ
ん
の
映
而

を
と
る
予
定
。

以
上
の
よ
う
な
形
態
を
続
け
て
、
神

戸
洋
画
家
史
を
元
町
画
廊
か
ら
発
行
し

よ
う
と
い
う
も
の
。
次
回
か
ら
の
録
音

時
に
は
傘
の
会
の
会
員
も
共
に
聴
こ
う

と
企
画
さ
れ
て
い
る
。

☆
神
戸
名
士
珍
品
展

神
戸
の
名
士
が
そ
れ
ぞ
れ
蒐
集
し
て

い
る
珍
品
を
一
同
に
集
め
、
生
田
神
社

の
え
び
ら
会
館
に
お
い
て
十
月
に
開
催

「
美
術
傘
の
会
」

ペ

ロ

「
傘
の
会
」
と
は

こ
の
会
は
、
文
化
の
諸
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
者
の
自
由
な
交
流
と
提
携
を

通
じ
て
、
技
術
時
代
に
生
活
す
る
人
々

の
あ
い
だ
に
人
間
と
し
て
の
主
体
的
な

自
覚
を
た
か
め
、
会
員
の
相
互
の
研
錨

を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
の

向
上
に
直
接
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

「
傘
の
会
」
事
業
計
画
。
こ
れ
は
実
行

可
能
な
も
の
か
ら
逐
次
計
画
し
て
実
行

し
よ
う
と
い
う
も
の
。

☆
こ
ど
も
傘
の
会
／
児
童
絵
画
教
室
、

児
童
劇
研
究
会
、
ち
び
っ
子
広
場
、
ち
び

っ
子
天
国
な
ど
の
児
童
用
施
設
美
化
。

☆
傘
の
市
／
古
書
、
古
道
具
な
ど
の
セ

リ
市
、
の
み
の
市
、
バ
ザ
ー
な
ど
。

☆
傘
の
窓
／
各
種
の
相
談
あ
っ
せ
ん
頭

脳
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
集
合
場
提
供
。

☆
傘
の
壁
／
保
存
す
べ
き
大
衆
演
芸
、

ア
ン
グ
ラ
演
劇
、
詩
の
朗
読
会
な
ど
。

☆
お
は
な
し
傘
の
会
／
文
学
講
座
、
美

術
講
座
、
詩
の
鑑
賞
会
な
ど
。

☆
愛
の
傘
の
会
／
身
体
障
害
者
の
福
利

の
手
助
け
。
殺
風
景
な
場
所
を
子
供
の

絵
で
な
ご
や
か
に
す
る
な
ど
。

そ
の
他
「
映
画
傘
の
会
」
「
音
楽
傘

の
会
」
「
美
術
傘
の
会
」
「
走
の
傘
の
会

」
な
ど
続
々
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
ご
入
会
ご
希
望
の
方
は

傘
の
会
本
部
／
神
戸
市
兵
庫
区
西
柳
原

町
１
０
４
☆
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
部
Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
皿
）
７
０
３
７
（
卿
）
８
０
７
２
迄

☆
月
会
費
は
一
○
○
○
円
で
す
。
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結納儀式用品

1１１ 神戸大丸姫路やまとやしき
そごう神戸店姫路山陽百貨店
東店トア･ ロード那須２階ＴＥＬ( 3 9 1 ) 1 8 7 1 ～３
西店長田区市バス菅原束入るＴＥＬ( 5 7 5 ) 2 2 5 1 ～３

幸せな二人の
縁を結ぶ【

結糸内儀式用品

学
裟
煮
Ｊ
裟
抑
叩
僻
綴

紫
紫
非
み
よ
’
や

舗
斗
群
撫
斗
聖
…
“
・

這
藻
北
鰐
蝿
撫
謹
蕊

大
阪
店
阪
神
百
貨
店
三
階

電
話
大
阪
（
錨
）
九
五
八
四
番

雌
路
店
や
ま
と
や
し
き
百
貨
店
四
階

地
紙
姫
路
⑳
一
二
二
一
番

火

告
シ

遠藤福寿堂

心

労《F，
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池
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鴬 麹 診参
ＡＳＨＩＹＡ
３１－２７１０

ＣＡＳＡ
鞭H

籍く菩蔽の館の

;Z;妙、

熱
／,

Ｉ

藤
麗なる幕開き

い未来を夢見られますように

●ＭＥＮＵ●
サントリーオールド￥3 0 0
フィールズ類￥ 3 0 0
ビール￥ 2 5 0

b姻己鰯

〃

1１２

蓄蔽の館くカサローズ〉はみなさまの 〆‐主〆〆，

麹二

広間です. 。忘られぬ想い出を創り楽し

唾
一

劃
「

鴬コーラ￥２００
ピッツァ各種￥ 4 0 0
チーズクラッカー￥2 0 0

至神戸 至大阪 ．，｡'|臓鱈s課
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